
◎　施策の基本情報

1 施策の目指す姿の実現に向けた主な取り組み実績

２　成果指標

３　成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因

○高齢者の方々は老人クラブや各種サークル、生涯学習等の各種講座への参加活動等を行っているが、「生きがいを持って暮
らしている高齢者の割合」は、H23から減少傾向にあり、この要因の一つとして高齢者の代表的な活動団体である老人クラブの
組織の動向を見ると、年々単位老人クラブ数および会員が減少傾向にあることなどが考えられる。(単位クラブ数　H23年度：152
団体⇒H25：149団体、会員数　H23年度：6,867人⇒H25：6,488)
○「高齢者が必要なときに必要なサービスを受けていると感じる市民の割合」は前年に比較し微減であるものの同レベルで推移
しており、要介護等認定者数の増加に伴うサービス受給者や介護者の増加などから、介護保険サービスや高齢者福祉サービ
スへの意識が高まりつつある。(要介護等認定者数　H24年度：5,757人⇒H25年度：5,981人、サービス受給者数　H24年度：
4,741人⇒H25年度：4,929人)

73.2% 74.3%

実績値 73.9% 71.0%

高齢者が必要なときに
必要なサービスを受け
ていると感じる市民の
割合

高齢者が慣れ親しんだ地
域で安心していきいきと
暮らしていくために、個々
に応じた必要な高齢者福
祉サービスを必要な時に
受けられる環境になって
いるかを示す指標

出典：市民ｱﾝｹｰﾄ（新
規）
問：あなたも含めて身近
な高齢者が、必要なとき
に必要な介護保険や高
齢者福祉サービスを受
けていると思いますか。
（1）受けていると思う
（2）ある程度は受けてい
ると思う　（3）受けていな
いと思う　（4）どちらとも
いえない　　（1）（2）と答
えた市民の割合

％

目標値 72.1%

実績値 82.3 76.6 74.7

75.9 77.2 78.5

Ｈ２５
Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８

(基準年度)

生きがいを持って暮ら
している高齢者の割合

「生きがい」を持つことは、
生きる張り合いを持つこと
であることから、高齢者が
慣れ親しんだ地域で、地
域活動やボランティア活
動などを通じて、積極的
に社会貢献を行っている
かを示す指標

出典：市民アンケート
問：あなたは、生きがい
を持って暮らしていると
思いますか。
（1）そう思う　（2）どちら
かというとそう思う　（3）
どちらかというとそう思わ
ない　（4）そう思わない
（5）わからない　（1）（2）
と答えた65歳以上の割
合

％

目標値

現状と課題

・高齢者の多くが趣味や生きがいをもって生活していますが、老人クラブやボランティア活動など地域の活動に参加しない人も
少なくない状況です。
・高齢化や核家族化に伴い、一人暮らし高齢者や高齢者世帯が増加しているほか、要介護等認定者や認知症高齢者の数も
年々増加しています。
・家族の介護負担の増加が問題となっており、介護や福祉サービス利用についての相談等、高齢者に関する相談件数が増加
しています。

(1)高齢者の社会参加の推進
　・外出機会及び交流機会の提供のための湯のまちホット交流サービス事業、いきいきホーム事業の実施
　・単位老人クラブ及び市老人クラブ連合会への活動事業補助
　・新たな総合事業の構築に向けた介護支援ボランティア制度の調査研究
(2)高齢者の生活支援の充実
　・高齢者の生活支援のための軽度生活援助事業、高齢者等住宅改造事業、日常生活用具給付・貸与事業、高齢者福祉タクシー券
　　給付事業、配食サービス等の実施
　・花巻中央包括支援センターの新館移転のワンフロアー化による相談機能の充実
　・居宅擁護の困難な者に対しる状況に応じた入所措置の実施
　・認知症高齢者の権利を擁護するための成年後見制度による支援
　・地域包括支援センターとの連携による、介護予防ケアマネジメント・総合相談・権利擁護等の支援の実施
(3)高齢者の健康づくりの推進
　・寝たきり予防・認知症予防等の介護予防教室の実施
　・認知症セミナーの開催、キャラバンメイト・認知症サポー ターの養成
(4)介護サービスの充実
　・第5期介護保険事業計画に基づく施設整備への指導及び支援
　・要支援・要介護にならないための通所型介護予防事業、訪問型介護予防事業の実施。
　・家族介護者を対象とした介護教室や介護者交流会、在宅介護者等訪問相談事業等の実施
　・医療介護連携パス事業等による居宅介護支援事業所・包括支援センターと医療機関の連絡体制の確立
　・介護サービス施設の運営委員会への出席による指導助言

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測ることにしたの

か）

成果指標の測定企画

（どのように実績を把握するのか）
単位

数値
区分

Ｈ２３ Ｈ２４

施策主管
課長名

玉　山　　進

施策№ 2 施策名 高齢者福祉の充実
施策の

目指す姿
高齢者が元気で生きがいを持ち、安心し

た生活を送っています
関係課名 地域福祉課、健康づくり課

施　策　評　価　シ　ー　ト　（ 平 成 ２ ５ 年 度 実 績 評 価 ） 
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画
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政策№ 2-5 政策名 福祉の充実
政策の

目指す姿
慣れ親しんだ地域で、共に支え合い、安
心していきいきと暮らしています

施策
主管課

長寿福祉課

－施策評価シート1－



４　施策を構成する事務事業一覧

7

老人措置事業 長寿福祉課

Ｂ

環境上及び経済的な理由による
居宅擁護の困難な者に対する入
所措置の実施であり、不可欠のも
のである。

○老人措置事業…養護老人ホームはなまき荘指定管理業務委託等、養護老人ホームへの入所措置　花
巻市高齢者短期入所事業委
　 託・措置数：87名、措置金額：210,179千円　(H24・86名、202,981千円)

6

社会参加活動推進事業 長寿福祉課

Ｂ

友愛活動、文化・スポーツ活動や
地域貢献活動等を行う元気高齢
者で構成される老人クラブへの支
援であり、その組織運営に対し貢
献している。

○老人クラブ事業補助金…高齢者の豊かな知識や経験を生かしたスポーツ、文化活動、友愛活動、奉仕
活動等への支援
 　老人クラブ連合会事業補助金・2,877千円　(Ｈ24・2,932千円)　　単位老人クラブ・クラブ数：148団体、
会員：6,380人、補助金： 4,609千円　(H24・151団体、6,664人、4,719千円)　　老人クラブ特別活動事業補
助金・400千円　(Ｈ24・400千円)

5

交流・生きがいづくり支援事業 長寿福祉課

Ａ

サロンの開催は、外出機会や交
流機会の提供を住み慣れた地域
で行うことから、元気高齢者数の
増加及び維持に大きく貢献して
いる。

○ふれあい・あんしん交流事業補助　…一人暮らし高齢者等対象昼食会・24地区44回開催　(H24・24地
区、43回）
・地域ふれあいホーム事業…大迫地域28サロン256回、石鳥谷地区56サロン704回　(H24大迫地域26サ
ロン213回、石鳥谷地区53サロン6954回）　　　社会福祉協議会補助金・昼食会・サロン補助金合計1,700
千円　(H24・1,770千円)
○敬老会事業補助　…各地区の敬老会開催を支援・開催会場：83か所、参加者：6,308人、参加率：
38.46％、補助金：19,682千円
　 (H24・82か所、6,402人、39.7％、19,682千円)

4

高齢者福祉サービス基盤整備事業 長寿福祉課

Ａ

第5期介護保険事業計画に基づ
く、介護サービス施設がほぼ予定
どおり完了し、本市における在宅
待機者の解消に向け大きな成果
があった。

○老人福祉施設建設資金借入償還金補助…老人福祉施設の新築、改築時の借入資金の償還を補助・
対象施設：9施設、84,946千円
　(H24・10施設、88,883千円)
○介護サービス施設整備補助…新設介護サービス施設整備補助・対象施設：3施設、176,000千円
(H24・対象施設なし　)
○施設開設準備経費助成 …介護サービス施設を開設するための準備経費を補助・対象施設：4施設、
45,600千円　(H24・対象施設なし)
○スプリンクラー設備整備補助…既存介護サービス施設へのスプリンクラー設置補助・対象施設：2施設、
4,401千円　(H24・対象施設なし)

3

高齢者福祉サービス提供事業 長寿福祉課

Ｂ

低所得者の介護保険サービス利
用にかかる利用者負担金の軽減
を図るためのもので、社会福祉法
人の支援のもとで実施され効果が
大きい。

○介護サービス利用者支援…介護保険サービス利用者負担軽減を実施する社会福祉法人に軽減額の
一部を補助・対象者51人、
　 2,002千円　(H24・50人1,721千円)

2

介護予防対策事業 長寿福祉課

Ｂ

要支援・要介護を受けない高齢
者数の維持または増加を図るた
め、外出機会・交流機会の提供
事業として実施しているもので、
介護予防に貢献している。

○湯のまちホット交流サービス… 60歳以上4人以上の団体へ入浴及び部屋での休憩を無料提供・延利
用者：32,795人　(H24・35,402人)
○生きがい活動支援通所事業… 介護保険認定の受けない高齢者への日常動作訓練、健康チェック等
の 実施・延利用人数：5,434人
　　(H24・6,137人)
○いきいきホーム事業…東和はつらつ長寿館を活用した介護予防事業・138回開催、延利用者数：2,612
人　(H24・138回、2,664人)

1

高齢者在宅支援事業 長寿福祉課

Ｂ

高齢者が住み慣れた地域や家庭
で安心して暮らせるように、生活
支援事業サービスを提供し、在宅
での生活の質の向上および衛生
維持が図られている。

○ひとり暮らし高齢者緊急通報体制整備事業…　緊急通報装置181台設置( H24・195台)
○在宅高齢者生活支援事業…軽度生活支援事業・実利用者数：200名、利用時間1774h　(H24・210名、
1,908h)　 高齢者福祉タクシー
　券給付事業・交付者数：1,216人、利用枚数：21,501枚　(H24・1,137人、18,546枚)　高齢者住宅改造事
業補助事業・利用件数：35件、
　 8,571千円　(H24・22件、8,862千円)、日常生活用具給付・自動消火器・電磁調理器、老人用電話：21
人　(H24・24人)
 ○寝たきり高齢者生活支援事業…　寝具洗濯乾燥消毒サービス事業・利用者：12名、延件数：20件
(H24・10名、17件)　訪問理美容サー
　　ビス事業・利用者：12名、延利用件数：20件　(H24・10名、19件)

番
号

事務事業名 担当課 施策

への

貢献度
貢献度の判断理由

事業内容（実績）

－施策評価シート2－



５　施策を構成する事務事業の検証
（①市民ニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストのわりに成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか）
　特になし
 
（施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか）
・地域ふれあいホーム(サロン)事業は、身近な地域で外出・交流機会を提供する事業で、地域の方々との世代間交流やボランティアの方々の創
意工夫による運営が行われており、今後さらに介護予防事業としての効果が期待されることから、実施団体の拡大及び利用者の増加促進を図る
必要がある。

（新たに取り組むべき事業はないか）
・年々増加傾向にある認知症の人の早期診断・早期対応のための「認知症初期集中支援チーム」の設置が必要である。

６　施策の総合的な評価
（課題）
・年々進展する高齢化に伴い、２０２５年問題(団塊の世代が後期高齢者となる時期)を見据えながら、高齢者生きがい活動の促進を図るための事
業や要支援・要介護にならないための介護予防事業の重点化を図る必要がある。
・介護サービス施設の整備は、介護保険料の増嵩に影響を及ぼすが、整備に対する市民の根強い要望がある。

（今後の方向性）
・高齢者生きがい活動の促進を図るために、日常的生活圏(集落等)単位で、高齢者が地域の中で役割を持っていきいきと生活で
きるよう、農作業等の有償ボランティア活動等による収入を得ながら、自らの生きがい・健康づくり・介護予防につながる活動
のための仕組みづくりを構築する。
・介護サービス施設の整備について、本市における高齢者人口の動向を中長期的に的確な把握を行い、在宅待機者の解消に向け
た介護サービス施設の整備に努める。

－施策評価シート3－


